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水理チームは、字のとおり水の流れ、水質、河川や
海の環境などを研究するチームです。電力会社にとっ
て水は非常に関係が深く、水力発電所ばかりでなく、火
力発電所や原子力発電所でも大量の海水を冷却水とし
て使用することから、いろいろな研究課題が発生しま
す。当チームの研究員は、研究所内で水理実験やパソ
コンで計算を行ったりするばかりでなく、発電所の水
路で流速測定したり、時には漁船で海の調査をしたり、
胸まである長靴を履いて川に入ったり、最近ではクラ
ゲや貝を調査したりすることもあります。

我々は水理の専門家ではありますが、偉そうなこと
を言っても相手は海や川などの大自然、またはダムな
どの大規模構造物です。実際にどういう事が起こって
いるかわからないことや、ダムなどの構造物設計にお
いては失敗が許されない場合が多く、難しいことはや
はり自分の目で確かめないと自信が持てません。とい
うことで、研究所では水理実験を行うための大変すば
らしい設備を持っています。体育館のような実験棟3
棟の中に、波が起こせる巾23mの水槽（波浪）および長
さ70mの水路（二次元）や、温水が流せる巾20mの水槽
（拡散）、毎秒150リットルの水を流すことができる設
備などを有しています。現場から持ち込まれる課題は
複雑怪奇で、この様な課題解決には、実構造物の縮小
模型を造り水を流したり、波を当てたりして再現する
に限ります。

電力業界も部分自由化となり、我がチームも会社内
だけでなく、広く社会から認められる研究集団となる
ことを目標としながら、一攫千金とまではいかなくて
も、少しでも金儲けができるよう模索をしております。
「この装置、特許取って売ったら誰が買ってくれるかな
あ」、「水理実験を請け負ったら儲かるかな」など夢や
アイデアばかりいっぱいですが、それでも最近は、漁
港の水質改善や発電所の温排水を利用した海域環境の
改善など、お客様や、社会のニーズに合わせた研究に
も取り組んでおり、少しは世間の荒海に乗り出せるよ
う着々と準備を進めています。「こんなこと聞いてみた
い」、「ちょっと、頼んでみようかな」と思うことがあり
ましたらご一報下さい。
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